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☆紙面案内 

１面：入園おめでとうござい 

   ます(附属幼稚園) 

  「あんしん」のたわごと 

２面：授業再開 ~新たな日常へ~ 

    東大阪大学敬愛高等学校 

    東大阪大学柏原高等学校 

３面：東大阪大学 

   東大阪大学短期大学部 

４面：Murakamigakuen Art  

   Gallery 

  ：編集後記 
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学園のシンボルの鹿(6/18撮影) 

 

六
月
四
日
（
木
）
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
で

は
、
年
少
組
の
入
園
式
を
行
い
ま
し
た
。
緊
急
事
態

宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
へ
の
懸
念
が
あ
る
中
、
参
列
者

を
最
小
限
に
し
た
り
時
間
短
縮
な
ど
の
入
学
式
の
簡

素
化
や
座
席
間
隔
や
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
の
徹
底
な

ど
の
感
染
リ
ス
ク
回
避
の
対
応
を
丁
寧
に
行
い
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
四
月
か
ら
こ
の
間
の
休
業
期
間
中

は
、
自
宅
で
の
待
機
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
九
七
名
の
新
入
園
生
た
ち
は
、
幼
稚
園
の

制
服
に
身
を
包
み
保
護
者
と
と
も
に
入
園
式
に
出

席
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

東
大
教
授
“
御
厨
貴
氏
”
は
、
内
側
か
ら
腐
り
始
め
た

“
日
本
の
危
機
的
状
況
”
と
題
し
て
、
“
狂
走
る
”
と
い

う
こ
と
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

幕
末
維
新
は
、
そ
れ
ま
で
の
前
提
を
は
る
か
に
超
え
る

“
異
の
視
点
”
を
も
っ
た
志
士
の
手
に
よ
っ
て
導
か
れ
て

い
っ
た
。
彼
ら
の
裏
側
に
共
通
し
て
あ
っ
た
の
は
、
死
に

物
狂
い
で
時
代
を
開
こ
う
と
し
た
“
狂
”
、
そ
の
凄
ま
じ

い
ば
か
り
の
“
狂
”
に
突
き
動
か
さ
れ
、
彼
ら
は
三
百
年

近
く
続
い
た
幕
府
、
そ
の
体
制
を
崩
し
、
“
近
代
国
家
”

（
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
）
の
道
を
ひ
ら
い
た
。 

 

現
代
日
本
の
原
点
に
あ
る
明
治
維
新
は
、
志
士
た
ち
の

凄
ま
じ
い
“
狂
”
的
な
ま
で
の
情
熱
と
果
敢
な
志
が
な
け

れ
ば
な
し
得
な
か
っ
た
。
と
、
歴
史
家
で
あ
り
、
政
治
家

で
あ
る
御
厨
貴
氏
は
説
く
。 

 

ま
た
氏
は
、
と
こ
ろ
が
…
…
現
代
日
本
に
こ
う
し
た

“
狂
”
的
な
精
神
に
裏
付
け
さ
れ
た
「
異
」
の
視
点
と
強

烈
な
行
動
を
も
つ
人
材
の
ス
ト
ッ
ク
が
底
を
つ
い
て
し

ま
っ
た
。
も
は
や
小
手
先
の
手
練
手
管
で
は
壊
死
状
態
を

変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

今
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
新
し
い
日
本
を
拓
く
た
め

に
、
各
々
が
独
自
の
方
法
で
自
ら
の
役
割
を
全
う
し
て

い
っ
た
坂
本
龍
馬
、
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
ら
維
新
の

志
士
た
ち
の
“
狂
”
の
視
点
、
“
狂
”
の
行
動
力
に
学

び
、
新
し
い
国
家
像
、
国
家
戦
略
を
構
築
し
、
果
敢
に
行

動
す
る
時
が
来
て
い
る
。
と
、
提
言
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
生
命
を
か
け
生
命
を

失
っ
た
多
く
の
志
士
た
ち
が
明
治
維
新
を
打
ち
立
て
た
こ

と
に
、
私
の
よ
う
に
馬
齢
を
重
ね
た
も
の
に
は
、
い
た
く

恭
敬
と
感
動
を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
現
今

の
学
園
の
状
況
を
考
え
合
わ
せ
ま
す
と
き
に
、
御
厨
貴
氏

の
提
言
す
る
凄
ま
じ
い
行
動
力
が
欲
し
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

私
が
如
き
無
能
な
も
の
が
、
何
程
の
こ
と
も
で
き
な
い

の
は
よ
く
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
壮
絶
な
幕
末

志
士
た
ち
か
ら
露
ほ
ど
で
も
学
び
、
先
ず
は
管
理
職
と
し

て
学
園
発
展
に
寄
与
す
る
微
々
た
る
一
人
で
あ
り
た
い
な

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

“
異
の
視
点
”
と
は
（
歴
史
を
開
く
） 

 

新
た
な
構
造
は
、
混
乱
を
打
開
す
る
“
異
の
発
想
”
と

行
動
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
貴
族
政
治
か
ら
武
家

政
治
へ
の
転
換
、
徳
川
幕
府
の
全
国
統
一
、
鎖
国
を
破
っ

て
近
代
国
家
を
生
ん
だ
明
治
維
新
…
…
…
…
。 

 

“
異
”
と
は
、
本
質
を
捉
え
て
前
提
を
超
え
て
い
く
創

造
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
…
…
…
。 

 

現
在
の
学
園
に
お
け
る
大
切
で
あ
り
必
要
な
“
異
”
と

は
、
…
…
…
…
。 

 

（
故 

岡
﨑
安
伸
先
生
の
遺
稿
よ
り
） 

明
治
維
新
を
拓
い
た
幕
末
志
士
か
ら
学
ぶ 

東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園 

 

入
園
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 式が終わっても、かわら

ず清々しい青空！ 

 さっそく、遊具に触れた

り飼育小屋を見学していた

りと、幼稚園に興味をもっ

てくれていることがとても

嬉しかったです！！ 

 

「
村
上
学
園
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ 

第
８
号
」
で
も
紹
介
し

ま
し
た
が
、
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
で
は
、
休
業

期
間
が
長
期
間
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
園

児
と
の
距
離
が
開
か
な
い
た
め
に
、
ま
た

再
登
園
時
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
た
め
、

在
宅
支
援
の
情
報
発
信
に
努
め
て
き
ま
し

た
。 

 

本
園
で
は
、
幼
稚
園
で
の
日
々
の
活
動
の
様
子
を

ブ
ロ
グ
を
と
お
し
て
発
信
し
て
き
ま
し
た
が
、
休
業

期
間
中
は 

、
幼
稚
園
の
様
子
（
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ー
ム
、

飼
育
小
動
物
の
様
子
）
や
「
各
種
手
遊
び
」
「
み
ん

な
で
で
き
る
体
操
」
「
お
弁
当
包
み
の
結
び
方
」

「
み
ん
な
で
歌
う
朝
の
歌
」
「
担
任
紹
介
」
等
の
動

画
を
配
信
し
、
在
宅
で
の
生
活
支
援
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
年
齢
に
応
じ
た
家
庭
で
で
き
る
教
材

（
絵
本
・
ク
レ
パ
ス
遊
び
・
線
遊
び
・
ミ
ニ
こ
い
の

ぼ
り
の
作
り
方
・
折
り
紙
の
折
り
方
等
々
）
を
送
付

し
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

一
方
、
本
園
で
は
「
働
く
マ
マ
を
応
援
し
ま

す
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
下
、
様
々
な
実

践
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
の
関
係
等
で
家

庭
保
育
の
困
難
な
家
庭
を
対
象
に
、
休
業
期
間

中

も
「
預

か

り

保

育
（
土

曜

を

含

む
）7

:4
0

～

1
8

:4
0

」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

在
宅
支
援
の
取
り
組
み
（附
属
幼
稚
園
） 

 今日は、先日の年中組新入園児さんの入園式に引き続き、年

少組さんの入園式でした(^^)/ 

  とってもかわいい子どもたちが、たくさん入園してくれま

した。今日は、保護者の方と一緒でしたのでリラックスしてい

る子もいれば、逆にいつもと違う雰囲気で緊張していた子もい

たように思います。これから日々過ごしていく中で、幼稚園生

活に慣れ楽しんでもらいたいと思います！！ 

＊写真 上：幼稚園の正門で（今日から幼稚園） 

    中：開式前、座席間隔をあけ、密にならない工夫 

    下：園長先生のお祝いのことば 

担任の先生の紹介です。 

先生方も一日も早くこの日の来る

のを楽しみにしていました。こど

もたちの成長を見守っていきま

す。よろしくお願いします。 
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6/10：調理製菓コースの１年生に調理実習で

使う包丁が配布されました。この包丁には

自分の名前が刻印されていて、卒業時には

持ち帰ることができます。本日は、カバー

への記名や包丁の取り扱い方での注意点を

先生から説明されました。生徒たちは包丁

を手にし、「ようやく調理実習ができるん

だ」といったことをいっており、調理・製

菓コースに入学した実感が強くなってきて

いるようでした。  

理科（生物）の授業で ICT教室を使用しまし

た。一人ひとりが iPadを利用して、生物の問

題や課題に取り組みました。普段と違う授業

で、少し生徒は戸惑っていましたが、徐々に

使い方に慣れ、より良い学習ができました。  

３年生で１学期最

初の調理実習をし

ました。３年生に

なると材料と分量

のみ書かれたプリ

ントが配られ、教

員が実演している

様子を見ながら、

作り方やポイント

などを書き込み、

そのレシピを見な

がら料理をしてい

きます。  

上：魚介のコチール  

下：地中海風サラダ  

右：ハッシュドビーフ  

    ・サクランライス  

 本日 (6/15)より六限授業が再開されました。一

年生は初めて、二・三年生は久しぶりの朝から夕

方までの登校でした。昼休みには友人とともに前

庭で昼食をとったり、部活動も時間制限などはあ

りますが、再開されたりと、今まで中々できな

かったことができ、生徒たちはとても楽しそうに

表情を輝かせていました。  

～ 東大阪大学柏原高等学校 ～ 

 ５月２１日、大阪府

に発出されていた「緊

急事態宣言」が解除さ

れました。東大阪大学

敬愛高等学校・東大阪

大学柏原高等学校の両

高等学校においては、府立学校同様、新たな日常における授業の再開に向け、清

掃・消毒の徹底やマスク着用、手洗いの徹底などのコロナウィルスへの感染防止

対策をとりながら、登校回数の増加や分散登校から分散授業の開始など、徐々に

取り組みを進めて参りました。東大阪大学では、両高等学校より一足早く、６月

１日より、オンラインによる

講義から対面による講義に切

り替わっています。 

 両高等学校では６月１５日

から、本格的に授業が再開さ

れ、それぞれのキャンパスに

は、新たな生活の一部になったマスクを着用した生徒の姿が戻ってきました。こ

れまでのような学校生活には、まだまだ戻れませんが、制約がある中でも、元気

に活動する生徒の姿は、学校という教育現場にはなくてはならないものだと、休

業期間を通じて、改めて感じました。 

～ 東大阪大学敬愛高等学校 ～ 

 ようやく授業が再開です。13日までの２週間、

クラスを半分に分け、時差（午前・午後）登校

し、それぞれ45分授業を3時限ずつ授業を実施し

ます。１年生は初めての授業。先生方も久々の授

業でした。人数は少なく、完全再開ではないです

が、生徒たちの元気な姿が多く見られました。15

日からの完全再開を目指します。とりあえず大

阪、そして日本全体での目標です。それぞれ気を

つけてコロナと共存していく社会を目指します。  進学希望者は各教室で、大学の

オープンキャンパスの様子を撮影

した動画を見たりしました。就職

希望者は教室より広い多目的教室

で、コロナの影響を受けて求人募

集を変更した業界や業種、変わら

ず求人を出している会社、などの

説明を受け、自分の進路について

考えました。今年の三年生の進路

は、いろいろな意味で大変な年に

なりそうです。でも、条件はみな

ほぼ同じ。モチベーションを落と

すことなく全力を尽くしましょ

う。 

 

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
登
校
。

上
靴
に
履
き
替
え
、
設
置
さ
れ
た

消
毒
液
で
丁
寧
に
手
洗
い
。
そ
し

て
、
教
室
へ 

授業再開 ～新たな日常へ～ 
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Ｎ９５マスクを大阪府に寄付しました 

（４月２３日） 

本学の保健センターで、2007年製造のＮ

９５マスクが保管されていました。大阪

府に寄付を申し出たところ寄付受付との

連絡をいただきました。早速、新型コロ

ナウイルスの感染拡大による医療現場で

のマスク不足解消に少しでも役立てれば

と、Ｎ９５マスク３２０枚を大阪府に寄

付しました。 

松井教授「昆虫食」の書籍とクラウドファンディングのお

知らせ (１月７日) 

東大阪大学短期大学部実践食物学科学科長松井欣也教授が

昨年１２月２４日に書籍「災害時こそ昆虫食」を出版され

ました。また、昨年１２月８日より「産学連携」の一環と

して、クラウドファンディングによる「昆虫食の商品開

発」を行っております。 

～ 東大阪大学・東大阪大学短期大学部 ～ 

箕面ビール社長「大下香緒里さん」 毎日新聞（5/27） 

 

五
月
二
七
日
、
毎
日
新
聞
朝
刊
（
左
写
真
）
に
、
東
大
阪
短
期
大
学
（
現
東
大
阪
大
学
短
期
大

学
部
）
を
卒
業
さ
れ
、
現
在
「
箕
面
ビ
ー
ル
」
社
長
と
し
て
地
ビ
ー
ル
生
産
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

「
大
下
香
緒
里
さ
ん
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

６
月
２
５
日
（
木
）
、
朝
か
ら
ど
ん
よ
り
と
し
た
梅

雨
空
で
、
時
折
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
サ
ン
テ
レ
ビ
の

情
報
番
組
「
日
曜
日
は
朝
か
ら
ス
マ
イ
ル
（
ア
サ
ス

マ
）
」
で
の
東
大
阪
大
学
・
同
短
期
大
学
部
の
紹
介
の

た
め
の
テ
レ
ビ
撮
影
等
の
取
材
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

撮
影
は
、
実
践
食
物
学
科
（
製
菓
衛
生
士
コ
ー
ス
）

の
製
菓
専
門
実
習
（
ケ
ー
キ
作
り
）
を
皮
切
り
に
、
国

際
教
養
こ
ど
も
学
科
の
ゼ
ミ
の
様
子
や
こ
ど
も
学
科
丹

山
ゼ
ミ
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
練
習
、
介
護
福
祉
学
科
「
生
活

支
援
技
術
」
の
様
子
、
実
践
保
育
学
科

学
生
の
附
属
幼
稚
園
で
の
保
育
実
習

等
々
、
大
学
や
短
期
大
学
部
で
の
講
義

や
ゼ
ミ
、
学
科
に
お
け
る
実
習
等
、
多

岐
に
わ
た
る
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
創
部
さ
れ
た
硬
式
野
球
部
の
練
習
風
景
や

素
晴
ら
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
陸
上
競
技
部
等
、
課

題
活
動
で
あ
る
部
活
動
の
撮
影
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
本
学
が
紹
介
さ
れ
ま
す
の
は
、
７
月
５
日

（
日
）
サ
ン
テ
レ
ビ
午
前
９
時
３
０
分
か
ら
放
送
さ
れ

る
「
ア
サ
ス
マ
」
の
中
で
、
７
分
程
に
編
集
さ
れ
て
放

映
さ
れ
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い 

 閑静な文教地区、東大阪市西堤学園町

にキャンパスを構える、東大阪大学・東

大阪大学短期大学部は、徹底した少人数

教育による、クラス・ゼミ指導を大きな

特徴と学生一人ひとりとの綿密なコミュ

ニケーションできめ細かくサポート。学

生と教員の距離が近い「顔の見える大

学」として注目を集めています。 

 少人数制クラスだからこそ可能な、教

員と学生一人ひとりとの綿密なコミュニ

ケーション。そのきめ細やかなサポート

こそ、東大阪大学・東大阪大学短期大学

部の魅力です。 

（番組ナレーションより） 

東大阪大学短期大学部実践食物学科(製菓衛生士コース)製菓専門実習の撮影 

東大阪大学こども学部こども学科(丹山ゼミ)パーカッションアンサンブルの撮影 東大阪大学こども学部国際教養こども学科ゼミの撮影 

東大阪大学硬式野球部練習風景の撮影 

情報番組「日曜日は朝からスマイル」(ｻﾝﾃﾚﾋﾞ)取材 

７/５(日）放映（東大阪大学・東大阪大学短期大学部） 
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★ 

編 

集 

後 

記 

 

非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と
と
も
に
生
活
す
る
新
し

い
日
常
が
始
ま
り
ま
し
た
。
最
近
の
大
阪

府
の
状
況
は
、
以
前
に
比
較
す
る
と
非
常

に
少
な
い
感
染
者
数
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
学
校
現
場
で
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
や
す
い
状
況
に
は
変
わ
り
は
な
く
、
決

し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
「
三
密
」
を

避
け
、
マ
ス
ク
や
手
洗
い
、
消
毒
の
徹
底

等
、
感
染
へ
の
リ
ス
ク
の
排
除
に
注
意
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思
い
ま
す
。

授
業
が
再
開
さ
れ
、
学
園
に
は
学
生
や
生

徒
た
ち
が
元
気
に
登
校
し
て
き
て
い
ま

す
。
教
育
現
場
で
は
、
感
染
リ
ス
ク
の
対

応
の
み
な
ら
ず
、
授
業
時
数
の
確
保
や
学

校
行
事
の
精
選
等
、
早
急
に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て

い
る
状
況
で
す
。
一
刻
も
早
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
収
束
を
願
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
号
に
は
、
六
月
に
な
り
授
業

再
開
等
、
教
育
活
動
（
子
ど
も
た
ち
）
が

戻
っ
て
き
た
学
園
の
様
子
を
お
伝
え
し
て

い
ま
す
。
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
で
の

入
園
式
（
年
少
組
）
や
授
業
が
再
開
さ
れ

た
東
大
阪
大
学
敬
愛
高
等
学
校
、
東
大
阪

大
学
柏
原
高
等
学
校
の
様
子
、
東
大
阪
大

学
・
同
短
期
大
学
部
の
動
向
（
Ｎ9

5

マ
ス

ク
の
寄
付
・
松
井
教
授
昆
虫
食
書
籍
出

版
・
東
大
阪
短
期
大
学
卒
業
生
の
箕
面

ビ
ー
ル
社
長
「
大
下
香
緒
里
さ
ん
」
の
新

聞
記
事
・
ア
サ
ス
マ
取
材
）
を
記
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

ま
た
、
村
上
学
園
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
は
、
東
大
阪
大
学
附
属
幼
稚
園
児
が
休

園
期
間
中
、
家
庭
で
作
成
し
て
い
た
課
題

を
仕
上
げ
た
作
品
や
登
園
後
に
作
成
し
た

季
節
感
あ
ふ
れ
る
作
品
を
紹
介
を
し
ま
し

た
。
東
大
阪
大
学
柏
原
高
等
学
校
美
術

コ
ー
ス
生
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
次
号
以

降
に
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
「
村
上
学
園
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」

を
通
じ
て
、
各
教
育

現
場
の
様
子
を
お
伝

え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

(

編
集
者 

寺 

川 

誠)  

 本園では、６月８日から「２日に１日登園」が始まり

ました。園児たちの元気な声が園舎園庭に響き渡りま

す。新型コロナウィル感染リスクへの対応を徹底した中  

        

で、教育活動を再開しました。長い休園期間中に、家庭

で取り組んでいただける課題（第８号に掲載）を提供し

てきました。登園再開時に持ってきてもらった課題を、

年長組・年中組はこいのぼりにしました。年長組のこい

のぼりは、初夏の風を受けて、優雅に空を泳いでいま

す。また、年中組さんは、「こいのぼり」「てるてる坊

主」「あじさい」等、季節感あふれる作品を作ってくれ

ました。とても上手に出来上がりました。 

にじ組（年長）の こいのぼり そら組（年長）の こいのぼり ほし組（年長）の こいのぼり 

年
長
組
の
み
ん
な
が
作
っ
た
こ
い
の
ぼ

り
が
、
初
夏
の
風
を
受
け
、
空
を
優
雅

に
泳
い
で
い
ま
す
。 

年
中
組
の
作
品
（
こ
い
の
ぼ
り
）
、
休
園
期
間
中

に
各
家
庭
で
作
っ
た
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
が
、
大
き

な
こ
い
の
ぼ
り
の
お
腹
に
張
り
付
き
、
お
空
を
泳

い
で
い
ま
す
。 

年
中
組
の
作
品
（
て
る
て
る
坊
主
）
、
た
く
さ
ん
の
て
る
て

る
坊
主
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
す
。 

年
中
組
の
作
品
（
あ
じ
さ
い
） 


